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司 会 の こ と ば
　老齢化社会が進行する中で,高 齢男性の疾患である前立腺肥大症は著しく増加 している.1880年代か ら始まっ
た開放手術療法は,最近では比較的安全で確立された方法となった.ま た,開放手術よりも非侵襲的であるとさ
れるTUR・Pが普及 し,今 日では,ほ とんどの手術症例がTUR-Pで 治療されている.し かし患者が高齢で
あり,いろいろな合併症のために,開 放手術やTUR-Pが 困難な症例も少なくない.本 来良性疾患 である前立
腺肥大症にたいして非手術的治療法の開発が望まれる由縁である。




である.今後,新 しい治療法が,前立腺肥大症に対する非侵襲的治療法として,ど のように寄与して行 くかは未
知数である.
　 したがって,今 回前立腺肥大症の新 しい治療法に関するミニシンポジウムがもたれ,そ の全体像を示 し得たこ
とは会員各位にとっても有意義なことであ り,本 ミニシンポジウムを企画された前川正信会長に敬意を表する次
第である.
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